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全国学力・学習状況調査の結果から明らかになった現状 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果から明らかになった現状

【安全・安心な教育の推進】 

● 言葉の力を養います。

【令和5年度調査結果の概要】 【令和5年度調査結果の概要】

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

● 自ら挑戦する体験を大切にします。

● 学校教育活動で具体的な観察・体験を大切にします。

５年生の宿泊行事は琵琶湖へ行きます。カッター
漕艇やいかだ作り等、湖上活動を行います。

成育小子ども見守りレモン隊の
方々が、登下校の時間に合わせて、
児童の見守りをしてくださっています。

修学旅行では、志摩スペイン村に
行きます。

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】

【学びを支える教育環境の充実】 
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（14ページもあわせてご覧ください）

【 学校HPより 】
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国語本校平均正答率 算数

72% 67%

運動会の様子。全員が力いっぱい
取り組んでいます。

【 概 要 】  校区は１１町会（成育1～5丁目、関目1丁目の一部、中央2丁目、3丁目の一部）で構成されている。近年
他地域からの転入が多く、令和６年度は児童数７８７名、３１クラス（うち特別支援学級は７クラス）である。

【教育目標】 校訓・育てたい子ども像 「考える子　協力する子　強い子」
 学校教育目標　「正しく判断し、自他のよさを認めあい、最後までやりぬく子どもを育てる」

【 沿 革 】  昭和2４年に榎並小学校南分校として落成し、翌年成育小学校と改称された。校名を決めるにあたり３つ
の候補が挙げられ、その中から保護者が選んだ学校名が「成育」であった。

・ 令和７年度の小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対し
て、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を令和３年度の調査より増加させる。

・ 令和７年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を令和３年度末より減少させる。
・ 令和７年度末の児童・保護者によるアンケートにおいて、あいさつについての設問での肯定的な回答を90％以上にする。

● 「わかった」の声が響く楽しい学校　すべての子
どもが、考える楽しさ、わかる喜び、満足感を味
わえる学習指導に取り組んでいます。

　目の前の新しい課題に対して、自分が今まで身につ
けてきた知識や技能を上手に利用し、自ら壁を乗り越
え、解決していくという問題解決型の学習方法を進め
ています。

　抽象的な概念をそのまま受け入れるのではなく、自ら観察し体験することで初めて実感をもって理解
できるようになります。また、その繰り返しの中で、物事の本質をつかむ力も養われます。

　自分の得意なことでさらに高い目標を定めて達成したり、逆に得意でないことにも積極的に取り組
み、少しずつでもできるようになったりする体験を大切にします。例えば、その子どもにとって得意で楽
しい活動で得た自信をそれ以外の活動に広げていくことが大切です。その積み重ねが、どんなに難しい
ことでも、自分にはやり遂げることができるという自負と強い気力を生み出します。

　読書に親しむことや、自分の考えを他の人が理解できるように言葉で表現する学習等を通じて、あら
ゆる思考の基礎となる読む力と書く力さらに他の人との協働を可能にする聴く力と話す力を養います。

・ ＩＣＴの活用に関する目標を設定する。
学習者用端末を活用した学習を行う時間を令和３年度末より増加させる。

・ 教職員の働き方改革に関する目標を設定する。

・ 令和７年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ
たりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を令和３年度より増加させる。

・ 令和７年度の小学校学力経年調査における国語及び算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的
に比較し、いずれの学年も令和３年度より向上させる。

・ 令和７年度の小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に
対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を令和３年度より上昇させる。

　国語・算数ともに、平均正答率が大阪市平均および全
国平均を上回った。大阪市の学力向上推進事業の活用
による授業力の向上により、基礎・基本の学力が身につ
いているといえる。また、平均無回答率も大阪市平均お
よび全国平均より低く、回答に対する意欲が見られる。
［国語］ ６つの内容すべてで、大阪市平均および全国平

均を上回っている。特に、「B書くこと」の領域で
は、平均正答率が大阪市平均および全国平均
と比べて大きく上回っており、自分の考えや文
章を書き表す力がついている。

［算数］ ４つの領域すべてで、大阪市平均および全国平均
を上回っている。そのうち３つの領域は、大阪市平
均および全国平均に比べると6%以上も上回って
おり、基礎・基本の学力が定着しているといえる。

　児童の体力向上を目指し、令和５年度は特に「走力・
持久力」に重点的に取り組んだ。ラダーによる準備運
動やタグ取り鬼ごっこ、縄跳び等、各学年の実態に応じ
て実施した。
　「運動やスポーツをすることが好きですか」の質問に
肯定的に答える児童は、男子・女子ともに大阪市平均
および全国平均より下回った。校舎建替工事で運動場
が狭くなり、運動する機会が少なくなったことが原因
の一つと考えられる。
　今後は、狭い場所でもできる運動や、一人でも体力
向上が図れる運動を考える等、運動やスポーツをする
時間や場所を確保し、体力向上を目指す。


